
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024-25 INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

ROTARY CLUB OF IWATSUKI  

since 1963 

Weekly Report 
 

クラブテーマ  「和の心」で 笑顔あふれるロータリー活動を 

会長挨拶                    第 62代会長 小林 篤 

皆さま、こんにちは。いつも岩槻ロータリークラブの活 

動にご尽力いただき、誠にありがとうございます。 

 

本日は、大変お忙しい中、第 2770 地区国際ロータリー 

インターアクト顧問教師会幹事長であり、浦和実業学園中 

学校・高等学校にご勤務されている玉川俊幸様にご来訪い 

ただきました。玉川先生は、インターアクト活動の第一線 

で長年ご尽力され、地区内のクラブ運営においても多大な 

るご指導をいただいております。本日はその豊富なご経験 

に基づくお話を直接伺うことができる貴重な機会です。 

当岩槻ロータリークラブは、岩槻高校インターアクトクラブのスポンサーとし

て、その活動を支援しております。岩槻高校インターアクトクラブは、地区内でも

部員数が多く、数々のプロジェクトを精力的に実施するなど、活発なクラブとして

知られております。このように素晴らしい活動を続けるクラブをより一層サポート

していくためには、私たちも多くを学び、より適切な支援方法を模索していく必要

があります。本日の玉川先生の卓話を通じ、岩槻高校インターアクトクラブに対す

る新たな支援のヒントや、インターアクト活動における私たちの役割について改め

て考える良い機会としたいと考えております。玉川先生、本日はどうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 

さて、先週 11 月 22 日には、岩槻東クラブの奥津会長が経営されている「焼肉や

っちゃん」にて、会長幹事会が開催されました。この会議では、今後のクラブ運営

に関する様々な議題が話し合われ有意義な時間となりました。そして翌週の 11 月

28 日にも、同じく「焼肉やっちゃん」にて IM 合同委員会が開かれました。2 週連

続で美味しい焼肉をいただきながら、多くの意見交換が行われ、いずれの会議も充

実し更なる親睦を深めて参りました。 

 

IM（インターシティミーティング）は、来年 2 月に開催が予定されております。

私たち岩槻ロータリークラブはホストクラブとして、この重要なイベントを成功へ

導く責務を担っております。特に原田ガバナー補佐のリーダーシップのもと、第 4

グループを盛り上げる素晴らしい会にしたいと考えております。これに向けて、ク

ラブの全会員が一丸となり、準備に取り組んでまいりますので、どうぞ皆さまのご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

また、会員増強に関しても嬉しい進展がございました。池田会員より、高校時代

のご同級生である川島様をご紹介いただきました。さらに、鈴木パスト会長からは、

お仕事を通じて親交の深い柳様をご紹介いただき、明日にはお目にかかる予定とな

っております。お二人につきましては、来月開催予定の理事会において、新入会員

候補者として正式に議案を提出させていただきます。もしお二人が正式に入会され

ますと、当クラブの会員増強目標達成まで残り 5 名となります。 

新たな仲間が加わることは、クラブのさらなる活性化に繋がるだけでなく、新し

いアイデアや視点をもたらし、今後の活動にとって非常に大きな力となると確信し

ております。目標達成に向け、引き続き皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

 

最後になりますが、私たち一人ひとりの力が集結することで、クラブの目標を実

現し、さらなる発展へと繋げることができると信じております。これからも皆さま

と共に歩んでまいりたいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上、本日のご挨拶とさせていただきます。 

 

2024-2025 小林 篤 年度 第 16回     通算 2858例会  
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〇12 月のロータリーレートは 1 ド 

 ル＝150 円です。 

○第 2770 地区より令和 6年 12 月 

17 日開催のインターアクトクラ 

ブ委員長会議の案内が届いてい 

ます。 

〇第 2770 地区より令和 7年 2月 11 

 日開催のインターアクトクラブ 

協議会・韓国訪日団歓迎会の案 

内が届いております。 

〇第 2770 地区より米山記念奨学生 

 世話クラブ意向調査が届いております。 

〇第 2770地区より令和 6年 12月 15日開催の RLI(ロータリ

ーリーダーシップ研究会)パートⅡ開催の案内が届いてい

ます。出席者は関根エレクトと内藤幹事です。 

〇ロータリー財団より財団ニュースが届いております。 

〇大宮西 RC、大宮東 RC より 

12 月例会予定表が届いて 

おります。 

〇大宮北東 RC より週報が届 

いております。 

〇次回、12 月第 2 例会はクリ 

スマス移動例会になってお 

ります。 

12 月 12 日木曜日、午後 6 

時より春日部のオノオノ 

において開催です。 

皆様の出席よろしくお願い 

します。 

 

幹事報告             幹事 内藤 明 

卓話者紹介             

クラブファシリテーター  

中村 正 
本日は青少年奉仕に位置づけら 

れているインターアクト事業に 

対し、皆さんにご理解を頂く為 

に、地区インターアクト顧問教 

師会幹事長の玉川俊幸先生（浦 

和実業学園中学校・高等学校） 

にお越し頂き、活動についていろ 

いろお話して頂きたいと思いま 

す。 

国際ロータリー第 2770地区 

インターアクト顧問教師会 

幹事長 

浦和実業学園中学校・高等学校 

玉川 俊幸 様 

 

12月の誕生祝い 

 

7日 

小林 利郎 会員 
 

20日  

富田 友輔 会員 

 

31日 

三浦 宣之 会員 

 

おめでとう 

ございます！ 
 

 

 

ロータリーリーダーシップ研究会 修了書         

ＲＬＩ日本支部北清治委員長と岡村睦美ガバナーより、小

林篤会長、関根信行会員にロータリーリーダーシップ研究会

（ＲＬＩ）の受講修了書が届きました。 

また、全 3 回の研究会に参加した小林篤会長には卒業賞も

贈呈されました。おめでとうございます。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いま、教育というのは狂っ 

ていく「狂行」になっていま 

す。大変残念ながら教育現場 

は混乱しておりまして、これ 

から先ますます大変な状況に 

向かっていくのが現状であり 

ます。 

ただし、ロータリークラブさ 

んがバックグラウンドでやっ 

ておりますインターアクトク

ラブ、私も 30 年近く顧問をさせていただいておりますけれ

ども、私が浦和実業でインターアクトに関わった当時、初

代の理事長が浦和ロータリークラブのメンバーでありまし

て、そこから声を掛けられて「ロータリー」という名前は

聞いたことがありましたし、なにかボランティア活動をす

るのかな？と思いつつ顧問を引き受けることになりまし

た。 

当初私どもの学校では生徒全員が必ずひとつはクラブに

入らなくちゃならないという縛りがございまして、生徒の

立場からすると一番楽そうなクラブ、活動が盛んではない

クラブというカタチになり、インターアクトクラブには

150～200 人くらいの生徒が入ってきました。また、インタ

ーアクトの大会がある時には、行きたいメンバーを募って

参加していました。 

現在は自由希望制でクラブ活動をしております。他の学

校でも同じような状況かと思いますが、最初入ってくるメ

ンバーというのは 7、8 人くらいです。夏休みに募金活動や

ボランティア活動をしたり韓国研修などを経験した生徒が

「おもしろい、すごく為になった」と友達を誘い、そのま

た友達に広がって今は部員が 25 名くらいおります。 

インターアクトの魅力の１つというのは韓国とのつなが

りがあります。 

岩槻ロータリークラブのメンバーだった故金子雅英パス

トガバナーのご尽力により韓国との交流がスタートしたわ

けですが、日韓青少年交換研修が始まったばかりの頃の事

を先輩方に聴きますと、両国お互いに、特に韓国側として

は日本人を受入れるとか日本と交流をするというのは当時

の政治的な状況からするとなかなか考えられなかったみた

いでして、スムーズにはいかなかったようです。韓国側の

ホストファミリーを引き受けてくれた方から最初は「私は

日本人なんか受け入れたいとは思ってなかった。ロータリ

ーを通して交流しなくちゃいけないというのでやったん 

 

だ」と言われたそうです。ところが研修最後の帰り際に

「ホストファミリーをやって本当に良かった。韓国側の人

たちの日本人に対する考え方が変わってきた」という発言

もあったそうです。 

このように韓国研修はずっと続けられておりました。来年

の３月には３５周年になります。コロナで途中ストップし

てしまいましたが、この 5～6年の間に大きく変わってきた

のが、韓国ドラマや韓国の音楽の影響がすごく浸透してお

りまして、今の高校生たちは「韓国に行けるならインター

アクトに入りたい」という子が結構増えております。韓国

研修に参加してすごく良い体験をすることで、中には大学

進学した後にその大学の交換留学生としてまた韓国へ留学

するという話も耳にするようになっております。このよう

に生徒達の間でいかに韓国研修が大きな意味を持っている

のかと感じています。 

韓国研修について思うの 

ですが、生徒は最初言葉や 

文化の違いに戸惑っていて 

も 5 泊６日を過ごして帰国 

の途につく前になるとホス 

トファミリーの方々に感謝 

し泣きながら抱き合って別 

れを惜しんでいる光景をよ 

く見ます。 

短い期間の研修なんで 

すが、生徒達の人生にとっ 

ては非常に大きな影響を与えています。それは韓国から日

本に来る高校生達にとっても同じです。 

 

岩槻ロータリークラブさんは岩槻高校のスポンサーをし

てくださっていると思いますが、韓国研修を含むインター

アクト活動の支援をよろしくお願い致します。 

私がインターアクトの顧問をしてきて思うこと。 

インターアクトクラブは 1963 年に青森山田高校に最初に

出来ました。その翌年 1964 年に埼玉県の大宮工業高校（現

在は活動停止）にも出来ました。現在埼玉南部地区には 20

校以上が加盟しています。 

私立学校では私のように 30 年、40 年と変わることなく

顧問を続けることができますが、県公立学校ではどうして

も 5 年から 10 年くらいで変わってしまいます。校長先生も

2 年から 3 年で異動があります。 

ぜひロータリークラブの皆さんの方で校長先生や顧問の先

生が替わるタイミングで高校側に積極的にお声掛けしてコ

ミュニケーションをとっていただければと思います。そう

すればスムーズなインターアクト活動につながると思いま

す。 

特に県公立学校の場合校長先生に理解していただければ

顧問の先生の活動の場も広がっていきます。ぜひ学校との

コミュニケーションを大切にしていただければと願ってお

ります。 

 

若い世代の教育に携わっている者として、若いときにい

ろんな体験が出来ることは本当に素晴らしいことだと思っ

ています。そして 20 代 30 代 40 代になった時に若い時の体

験が大きな宝となってきます。私も教員同士でたまたまロ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：岩槻ロータリークラブ会報･広報･IT 委員会  委員長 樵 康史 副委員長 三浦宣之 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

23 11  4 65.22％ 

 
スマイル報告 

本日のスマイル合計 17,000 円 

年間累計額 425,000 円 

 

スマイルＢＯＸ              

メンバー（50 音順・敬称略） 

 

金子英二 宜しくお願い致します。 

小林 篤 本日は顧問教師会幹事の玉川先生、お越し下さ 

りありがとうございます。 

卓話楽しみにしております。 

関根信行 玉川先生宜しくお願いいたします。 

田畑寛樹 親愛なる皆様、こんにちは。玉川幹事長、よう 

こそ岩槻ＲＣへ！卓話、とても楽しみにしてお 

ります。 

小林利郎会員、富田友輔会員、三浦宣之会員、 

誕生日誠におめでとうございます。 

皆様、本日も何卒宜しくお願い申し上げます。 

津多一幸 玉川先生よろしくお願い致します。 

富田友輔 本日も宜しくお願い致します。 

内藤 明 玉川先生本日の卓話よろしくお願いいたしま 

す。 

中村 正 玉川先生お久しぶりです。お待ちしていました。 

今日は宜しくお願いします！ 

松永 豪 本日も宜しくお願い致します。 

三浦宣之 本日は宜しくお願いします。 

村上 泉 本日も宜しくお願いします。 

岩槻ＲＣゴルフ部 ゴルフコンペ報告             

12 月 4 日（水）、太平洋クラブ佐野ヒルクレストコースに

おいてゴルフ部のコンペを開催しました。当日は快晴に恵ま

れ楽しい１日となりました。皆様ご参加ありがとうございま

した。 

 

さきほど中村会員からも岩槻ロータリークラブさんでは

岩槻高校と密に連携をとりながら活動されていると伺って

安心いたしました。 

韓国研修だけではなく、その他の活動においても、今後と

もインターアクトクラブのサポートを宜しくお願い致しま

す。 

 

ータリーの話題になった時に「じつは私も高校時代にロー

タリーの交換留学に行ったんです。」とか「韓国研修に参加

したことがあるんですよ」という話を聞くことがあるんで

す。若い時に受けた影響というのは後の人生にとって大き

な影響力を与えるきっかけにもなりますのでインターアク

ト活動を大切にしていただきたいと思います。ちなみに私

どもが交流しております韓国のロータリークラブではイン

ターアクトの委員長にならない限りはガバナーにもなれな

いというシステムになっているそうです。そのくらい韓国

においてもインターアクト活動を重要視しているようで

す。 

 

卓話に引き続き、玉川先生にはインターアクト事業につい

ての現状やインターアクトクラブの活動の支援について

も様々なアドバイスを頂きました。 

 


